
従業員エンゲージメントに関する調査
「経営層と従業員。立場による認識の差は？」



日本で「エンゲージメント」という概念が広がり始めたのは2000年代以降とされています。

終身雇用が美徳とされていた時代から、働く人々の価値観や働き方の変化によってエンゲージメントが注目

されるようになりました。本レポートでは「従業員エンゲージメント」に焦点を当てた調査結果をもとに、

経営層と従業員の視点からその実態を探ります。

本調査では「従業員エンゲージメント」を「仕事」「チーム」「会社」に対するエンゲージメントの3つに

分類し、それぞれに影響を及ぼす要素を整理しました。そして「経営層(施策を考える側)」と「従業員(施

策を受ける側)」の大きく二つの目線で質問を集計することで、これまでとは違った切口で実態をまとめた

ものとなっています。

今回収集した情報を、皆様のオフィスづくりの参考としてご活用いただければ幸いです。

はじめに



（参考）従業員エンゲージメントとは

従業員エンゲージメント＝企業に対して育む愛着・貢献意欲

チームへの

エンゲージメント

チームの目指す姿や

目標達成への貢献意欲

仕事への

エンゲージメント

仕事の意味や価値への理解

仕事での成長・貢献意欲

会社への

エンゲージメント

企業理念や商品への共感

会社への誇りや愛着・期待

出典：リクルートマネジメントソリューションズ「エンゲージメントを高める組織学習サイクル」2024年5月



調査概要

1.調査の方法：WEBアンケート方式で実施

2.調査の対象：全国の20歳～65歳の「オフィスワーク」「リモートワーク」両方を行っているハイブリットワーカー

3.有効回答数：500名

4.調査業種：製造業 情報通信業 サービス業 金融・証券・保険業 商社・卸売り・小売業 建設業 その他

5.調査実施日：2024年9月20日（金）
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農業・林業・漁業・鉱業

建設業

製造業

情報通信業

金融・証券・保険業

不動産業

サービス業

運送・輸送業

電気・ガス・水道業

商社・卸売り・小売業

医療・福祉

教育業

出版・印刷業

メディア・マスコミ・広告業

調査業・シンクタンク

非営利団体

その他
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「従業員エンゲージメント」の認知度とその重要性について

Ｑ.「従業員エンゲージメント」という言葉をご存じですか？また「従業員エンゲージメント」への取組は重要だと思いますか？

知っていて重要だと思う

61.6%

知っているが重要だと思わない

8.2%

知らない

30.2%

約6割の回答者が「従業員エンゲージメント」を認知し、重要視しているとの回答しました。



「従業員エンゲージメント」という言葉の捉え方

Ｑ.「従業員エンゲージメント」という言葉の意味合いをどのように捉えていますか？

(前設問で「知っている」という回答を選択したn=349 ／複数回答)

従業員エンゲージメントの意味合いについては、各項目に対して概ね平均的な回答結果となりました。
それぞれ従業員エンゲージメントを3つの視点(会社・チーム・仕事)に分解した要素となっており、
回答の偏りが見られなかったことでその意味合いに対する理解が進んでいることが示唆された結果となっております。

220

220

197

1

会社への誇りや愛着、会社に対する将来への期待

所属するチームの目標達成に向けた貢献意欲

従業員自身の担当業務へのやりがい、成長や貢献の実感

あてはまるものはない

(会社へのエンゲージメント)

(チームへのエンゲージメント)

(仕事へのエンゲージメント)



経営層と従業員のそれぞれが考える従業員エンゲージメント

146

323

31

経営層（経営者、役員、本部長、局長、部長、次長級を含む）

一般正社員（課長、係長、主任級を含む）

契約社員

続いては2つの質問を経営層146名と従業員354名に切り分けて実施。回答内容の比較を通じた実態を分析しています。

経営層
146名

従業員
354名

以下は今回のアンケート回答者の役職による内訳です。



経営層と従業員のそれぞれが考える従業員エンゲージメント

経営層の回答が全体的に「大多数が持っている/半数以上は持っている」に集中したことに比べると、従業員の「どちらかといえば持っていな
い」「持っていない」という回答は大きい傾向となりました。両者間にある微妙な認識のズレから、経営層の認識以上にエンゲージメントの
向上を図る施策の必要性が高いことが考察できる結果となっています。

Ｑ.以下の内容についてご自身の会社の従業員はどの程度エンゲージメントを持っていると思いますか？（n=146）

32.9%

31.5%

28.1%

45.9%

48.0%

48.0%

19.9%

19.2%

21.9%

1.4%

1.4%

2.1%

会社への誇りや愛着、将来への期待

所属するチームの目標達成に向けた貢献意欲

自身の担当業務へのやりがい、成長や貢献の実感

大多数が持っている 半数以上は持っている 半数以上が持っていない 大多数が持っていない

(会社へのエンゲージメント)

(チームへのエンゲージメント)

(仕事へのエンゲージメント)

経営層
146名

Ｑ.以下の内容についてご自身の会社の従業員はどの程度エンゲージメントを持っていると思いますか？（n=354） 

13.8%

15.5%

17.2%

46.6%

51.7%

49.7%

28.5%

25.4%

23.5%

11.0%

7.3%

9.6%

会社への誇りや愛着、将来への期待

所属するチームの目標達成に向けた貢献意欲

自身の担当業務へのやりがい、成長や貢献の実感

持っている どちらかといえば持っている どちらかといえば持っていない まったく持っていない

従業員
354名

(会社へのエンゲージメント)

(チームへのエンゲージメント)

(仕事へのエンゲージメント)



経営層と従業員のそれぞれが考える従業員エンゲージメント

Ｑ.各項目に関してどの要素が影響するか、重要だと思うことをすべてお答えください(複数回答)。

65.1%

55.5%

37.0%

37.7%

32.9%

49.3%

58.9%

27.4%

34.3%

29.5%

44.5%

59.6%

30.8%

41.8%

29.5%

企業理念・ビジョン

事業内容・担当業務の内容

快適なオフィス環境

職場の人たちの存在

勤務体系や人事制度

自身の勤める会社への誇りや愛着を持つこと

所属する組織の目標達成に向けた貢献意欲を持つこと

担当業務へのやりがい、成長や貢献の実感を持つこと

経営層
146名

44.9%

50.6%

34.2%

37.3%

29.1%

30.8%

55.9%

30.5%

37.3%

26.8%

22.6%

50.3%

33.9%

41.8%

29.1%

企業理念・ビジョン

事業内容・担当業務の内容

快適なオフィス環境

職場の人たちの存在

勤務体系や人事制度

自身の勤める会社への誇りや愛着を持つこと

所属する組織の目標達成に向けた貢献意欲を持つこと

担当業務へのやりがい、成長や貢献の実感を持つこと

従業員
354名

経営層・従業員とも「事業内容・担当業務の内容」に多くの回答が集中しました。また経営層は「企業理念・ビジョン」の回答が多かっ
たのに対し、従業員は「企業理念・ビジョン」だけでなく「職場の人たちの存在」「快適なオフィス環境」などの項目も同等もしくはそ
れ以上に影響力が高いとの回答がありました。従業員に共感を得られるような形で企業の考えを示すことに加え、コミュニケーションや
職場環境に対する配慮の姿勢も重要度が高いと言えます。



従業員エンゲージメントにつながる快適なオフィス環境

Ｑ. 「快適なオフィス空間」のヒントをさらに探るべく、以下の質問を実施した。
意欲的に仕事を進める上で、何が必要だと思いますか？(n=500／複数回答)

意欲的な仕事時に必要な内容として最も多くの回答が集まったのは「コミュニケーションを活発に取りやすいオフィス環境」であり半数以上の
回答数が集まりました。続く回答としても「議論や相談」「雑談」といったリアルな交流の必要性に関する回答が選ばれています。
リアルな交流を活発に促すオフィス環境が意欲的に仕事を進めるために必要であり、快適なオフィス空間を構成する重要な要素であることを再
認識する結果となっています。
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コミュニケーションを活発にとりやすいオフィス環境で仕事すること

業務に関する議論や相談をすること

業務とは関係のない雑談もすること

職場の活気を感じること

周囲の人たちから良い刺激を受けること

その会社らしさを感じられるオフィス環境で仕事をすること

周囲の人たちの様子を察すること

あてはまるものはない



リモートワークによる従業員エンゲージメントへの影響

コロナ禍を機に導入・定着が進むリモートワーク。実際に職場で発生する影響について深堀する為、以下の質問を実施した。

リモートワークの導入による出社頻度の減少やオンライン上でのコミュニケーションが増えた際、
どのような影響があると思いますか？ (n=500／複数回答)
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人間性の理解や感情共有が難しくなる

担当業務へのやりがい、成長や貢献の実感が弱まる

チームの目標達成に向けた貢献意欲が弱まる

会社に対する誇りや愛着が弱まる

組織横断的なシナジーが生まれにくくなる

業務の推進力が落ちる

あてはまるものはない

リモートワーク導入が従業員エンゲージメントにどのような影響があるかを測る質問に対し、最も集中した回答は「人間性の理解や感情共有
が難しくなる」でした。これは人間性にフォーカスした最もコアなコミュニケーションに対する懸念です。コミュニケーションへの懸念は、
仕事・チーム・会社へのエンゲージメントの低下にも直結する可能性が高く、リモートワーク導入を成功させるにはオフィスでのリアルな交
流をより意識的に促進する施策が必要と考えられます。



まとめ

「経営層(施策を考える側)」と「従業員(施策を受ける側)」を切り分けて調査することで、経営層が捉えて

いる以上にエンゲージメント向上を図る施策が必要となる可能性が高いことが分かりました。

両者間にあるエンゲージメントに対する微妙な認識のズレが、設問により浮き彫りとなったことが背景にあ

ると考えられます。

経営層が「企業理念・ビジョン」を重視する傾向が高かったことに対し、従業員は「企業理念・ビジョン」

だけでなく「職場の人たちの存在」「快適なオフィス環境」などの項目も同等もしくはそれ以上に重視する

傾向が見らましたが、これはコミュニケーションやオフィス環境の「イゴコチ」に対する経営層の配慮が求

められている裏付けとも言えると考えられます。

経営層として、企業理念・ビジョンを従業員ひとりひとりの仕事や行動に紐つくような共感を得られる形で

発信すること、職場の人達のリアルな交流でコミュニケーションを促進すること、快適なオフィス環境を追

求することなどが、従業員エンゲージメントの向上に繋がる重要な要素であると言えます。

プラスとしてはこれからもより良い「イゴコチ」を実現するために何ができるかを探索し、お客様へ提案し

ていきたいと考えています。



無断配布・再配布・編集を禁止します。
C o p y r i g h t  P L U S  C o r p o r a t i o n ,  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d .

オフィス移転・リニューアルのご相談に関するお問合せはこちら

h t t p s : / / k a g u . p l u s . c o . j p / c o n t a c t / s u p p o r t /

https://kagu.plus.co.jp/contact/support/
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